







































































































鉱物，化学工業品及製品 21 33 46 ■ 一
プラスチツク，ゴム，皮革製品，木材 24 34 42 1 一紙，繊維，はき物，ガラス製品 38 32 29．5 O．5 ’
貴石，貴金属，卑金属及製品 32 37 30．2 O．8 i機械類，車靹，航空機，光学器 35 蝸 18．2 O．8 一
雑品，美術品及こっとう 36 38．824 O．6 O．6
合　　　　　計 29 45 25．6 O．4 ＊
されるようになった。ジャソボ・ジェット機の出現，そしてSSTの実用化あ
るいは原子力航空機の開発などにより，将来貨物輸送がますます高速化され，
輸出国の売主の工場から輸入国の買主の倉庫まで，複合一貫運送によって数時
間内に引渡が行なわれる時代が訪れることであろう。
　コソテナによる複合一貫運送が普及すると，今目あまり貿易敢引に利用され
ていない敢引条件が盛んに用いられるようになると思われる。上記のd00r－t0－
d00r　serviceから，たとえぼ，売主の工場もしくは倉庫を履行地とする工場
渡条件，または買主の倉庫まで売主が危険・費用を負担して提供する持込渡条
件が，一般に利用されるようになるであろうと考えられる。あるいは，航空貨
物輸送やコソテナ輸送に伴って，やがて国際的に是認されるような取引慣習が
確立し，全く新しい取引条件が用いられるようになるかもしれない。帽］新しい
772
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（3）地域別（構成比）
ア　　メ　　リ　　カ
イ　　ギ　　リ　　ス
西　　ド　イ　　ツ
フ　　ラ　　ソ　　ス
イ　　タ　　リ　　ア
オ　　ラ　　ソ　　ダ
ベ　　ル　　ギ　　ー
中　　　　　　国
台　　　　　　湾
番　　　　　　港
韓　　　　　　国
イ　　　ソ　　　ド
フ　ィ　リ　ピ　ソ
オーストラリア
そ　　　の　　　他
C．LF．系 そ　の　他F．O．B．　　　　α・・αmα・・1・…i・
5．5％　　　　68．5％
36　　　　31
54　　　　26
62　　　　22
78　　　　　9
22　　　　59
50　　　　31
27　　　　　1
48　　　　29
25　　　　33
54　　　　33
21　　　　65
50　　　　44
30　　　　61
29　　　　46
25．4タ6　　　　　0．3％　　　　　O．3％
33　　　　　一　　　　　一
18　　　　　2　　　　　－
16　　　　　一　　　　　一
13　　　　　　一　　　　　一
17　　　　　2　　　　　－
19　　　　　一　　　　　一
72　　　　　一　　　　　一
23　　　　　一　　　　　一
42　　　　　一　　　　　一
13　　　　　　一　　　　　一
14　　　　　一　　　　　一
6　　　　　　一　　　　　一
9　　　　　一　　　　　一
24　　　　　1　　　　　一
資料：横浜税関山下埠頭出張所における輸入実績（昭和46年7～9月）
取引条件はさておき，従来の工場渡条件および持込渡条件が複合一貫運送によ
る貿易取引に適用されると考えられるが，後老の持込渡条件は，1953年の改訂
にさいしてイソコタームズからはずされたけれども，その後，1967年にカナダ
のモソトリオールで開催されたLC．C．総会において，これに関する新しい規
則が採択された。⑨
　そこで，本稿において，貿易取引条件としての妥当性について，工場渡条件
を検討してみたい。さきに述べたように，各種取引条件の中でも，広く一般に
利用されている条件はF．0．B．とC．I．F．であり，したがって，これらに関
する資料・文献はかなりあるけれども，その他の取引条件については文献の数
が少ない。工場渡条件についても同様で，しかも，その大部分は，1953年イソ
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コタームズまたは1941年改正アメリカ貿易定義の引用乃至要約にとどまる。ω
　これらの文献によると，この条件による売買は，r内国商業と外国貿易との
間に，橋渡しの役割をする職能をもつものであり，」ωまたr常に海上売買と連
絡すべき陸上売買であって，もっぱら輸出の場合に用いられ，」胸そして，「国
内におげる通常の売買と同じように輸出取引を行ないたいという売主にとって，
もっとも有利な取引条件である」㈲　といわれる。工場渡条件による売買を貿易
取引であるとして説明しているけれども，実例として引用されている取引が実
際には国内取引であるとみなさるべきものであったり，海上売買と常に連絡す
べき陸上売買であるといわれるけれども，この取引条件による売買の特徴は，
約定品を移動することなく引渡提供がなされることで，売買当事老間の履行に
関違して運送人が介入する余地がないのである。
　したがって，この取引条件は，（1）貿易取引に用いられるものであるかどうか，
（2）もし貿易取引に用いられるなら，どのような場合であるのか，また（3）将来，
コソテナ輸送の発達・普及に伴って，売主が自己の工場または倉庫で約定品を
コソテナに詰めて，そこを履行地としてこのコソテナを買主に引渡すことが行
なわれる場合に，このような貿易取引をEx　WOrks契約と称してよいのであ
ろうか，あるいはこれに代る他の用語で表示する方が適切なのか，という疑間
が生じてくる。本稿は，Ex　WOrks契約について，これらの問題を解明する
ことを目的とする。
注（1）I，C．C一，”ω伽㈱1936，Br．92，Paris1936。
　（2）　I－C－C．，〃coま〃刎∫1953，BL166，Paris1953一
　（3〕着駅レーノレ渡条件または賀車持込渡条件ともいう。
　（4〕拙稿r“Freight　or　Carriage　Paid　to”条件の再吟味」早稲田商学第207号・
　　昭和4年2月，55頁。
　（5）　I．C．C・，肋ωf〃刎∫1953，p－8．
　（6〕中井省三r貿易敢引論」昭和25年，1頁。
　（7）木分信一郎「FOB契約について考察する　　FOBの類型・所有権および危険
　　の移転一」税関研修所論集第1号，1973年8月（279・一374頁），372頁。
774
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97
（8）小原三佑嘉「コンテナによる複合一買運送のための新しいTrade　Termsへの
　模索」海事産業研究所報No．78．1972年12月，18－25頁。Pa1，L　T一，λかτ他〃
　T〃刎∫，The　Joumal　of　Business　Law，January1973，pp．9＿14
（9）　I．C．C．，肋杉〃吻妨o伽1R〃28∫b7肋21〃〃カ焔まακo荊げ肋θT27刎5；五“」021至・
　砂舳∂αま〃0〃肋7…（ル〃26肋ωゲ∂2肋仰αけ舳1伽）”，伽〃工“肋肋舳∂
　・・（1吻刎〃がα02ρ戸庇5〃施αオξoπ伽肋召ω刎〃ηoグ初ψ07施ガo〃）∂〃妙力α〃，”Br・
　“dp”Montrea11967、国境渡条件および持込渡条件に関するこの規貝Oを，’1967年
　M㎝trea1Rulesと呼んでい乱
㈹　工場渡条件（営業倉虜渡条件を含む）に関する文献として次のものがある（カヅ
　コ内はその説明に費した頁数または行数を示す）。上坂酉三「貿易取引条件の研究」
　昭和15年，41－54頁（14頁）；同「貿易憤習の研究」昭和25年，57」66頁（1O頁）；
　同「貿易慣習」昭和34年，61－80頁（20頁）；同r国際貿易条件基準」昭和34年・
　18－28頁（11頁）；中井省三r貿易敢引論」昭和25年，8－1O頁（3頁）；同「貿易
　と用語及取引約款」（貿易講座第4輯）昭和30年，19r21頁（3頁）；「貿易と法律」
　（貿易実務講座第8巻）昭和37年，255－258頁（4頁）。外国の文献には次のものが
　ある。Behrens，K，肋抄肋s肋〃ゐ∫λ刎ssε〃肋〃21∫，Essen1957，S・106（9行）；
　Huebner，G．G．and　R．L　Kramer，ハo〃ξg〃　丁吻此P〃〃δμ28伽6P榊c枕回5．
　rev．ed．，New　York1942，p．409（20行）；Nykryn，J．，et　al．，0惚励畑肋弼””
　Tθo伽独庇∫λψ舳肋〃21∫，Berlin1957，S．368f．（1953年インコタームズのほ
　か説明18行）；Schmittho任，αM。，丁加亙幼o〃丁刎牝5th　ed．，London1969，
　pp．ト11（2頁）。次の文献には，インコタームズまたはアメリカ貿易定義が収録
　されているだげで，その解説が全くない。Bugan，T．G、，凧肋〃1〕oθ∫η肋肋ss．
　2nd　ed．，Dubuque，Iowa1951，P．353（アメリカ貿易定義）；Mechau，G・und
　B，Prawitt，肋勿肋肌ゐ1伽d舳λ㈹舳肋抑〃，Ber1in1954，S，412（工ncoterms
　1936）und　S．426（Incoterms1953）；Nystrom，P．H一（e↓by），”か肋τ加g
　肋〃肋oo冶，New　York1954，P．1024（アメリカ貿易定義）；Williston，S・，τ肋
　”〃0o砂〃〃〃g8”125げGoo”∫，rev．ed。，▽ol．2，New　York1948，p」26，
　§280k（アメリカ貿易定義）．
⑩　上坂酉…r貿易憤習」62頁。
⑫　中井省三「貿易と用語規則及取引約款」20頁。
⑫　Schmittho舐，o久δ丘。P・9・
2．Ex　Works契約の内容
1）Ex　Works契約の概念
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　この型の契約を示す用語には，ex　works，ex　factory，ex　mil1，ex　p1㎜ta－
tion，ex　warehouse，などのように，“ex”という語がついている。これは，
r……から」（frO血，Out　of）の意味で，そのあとに引渡提供のなされる場所が
宗される。この指定引渡場所は，通常，売買の目的物が製造または生産される
原産地（pOint　Of　Origin）であるから，物品の種類により，売主の工場，倉庫，
農場，鉱山その他の場所が示される。したがって，個別的に，特定の売買契約
に関連して用いられるときは，その引渡場所により，その契約を工場渡条件，
倉庫渡条件，農場渡条件などと称するが，またこれらの契約を総称して，工場
渡条件の契約（ex　works　contract）ともいう。本稿では，この用語を後者の意
味に用いる。この取引条件は，現場渡条件（1㏄O　temS）ともいわれ，またア
メリカ貿易定義ではEx（pOint　Of　o・igin）という用語で表示している。
　工場渡条件の契約では，売主ぱ，自己の工場，倉庫，農場その他売買の目的
物が置かれている指定引渡場所において，指定期間内に，その物品を買主の自
由にゆだねなげればならず，またそれまでの危険と費用を負担する。他方，買
主は，約定品が自己の自由にゆだねられたならば，これを指定期間内に，指定
引渡場所において引取り，代金を支払って，その後の物品に関する一切の危険
と費用を負担しなけれぼならない。この契約においては，引渡提供は物品の移
動なしに行なわれるのであり，提供のなされたあと，買主が所有者としてこの
物品を白己の手配した運送用具に引取って移動するのを特徴とする。
　2）売主の主要義務
ExWOrks契約における当事者の主要義務を以下に述べる。資料として1953
年インコタームズ（以下，単にイソコタームズとして引用する），1941年改正アメリ
カ貿易定義（以下．単にアメリカ貿易定義として引用する），およびI－C．C．が1953
年に刊行したTrade　Termsωを用いる。I．C・C・は，イソコタームズを改訂
するにあたり，各種取引条件における売買当事者の主要義務について質問事項
　η6
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を作成し，各国の国内委員会に対してそれぞれの国の取引慣習を間い合わせ
た。その回答を纏めたのがこのTrade　Ter㎜sで，18か国一2〕の回答が収めら
れている。
　（・）物品の引渡提供
　この契約の売主は，契約に定められた時期に，指定引渡場所において，約定
品を買主の自由にゆだねなけれぼならない。幅〕Trade　Termsによると，この
点に関する各国の見解ぼ一致している。ω
　買主の自由にゆだねる（to　place　the　gOodsα㍑加物〃’∫挑ゆo∫α1，㈲0r碗伽
物3〆5挑ψos肋o〃㈹）というのは，物品を引渡しうる状態（delive・able　state）に
おくことを意味する。英米の物品売買法の定義によると，ω売買契約にもとづ
いて買主が物品の引渡を受理（tO　take　delivery）しなければならない状態に
物品があるとき，売買法にいうr引渡しうる状態」にあるといわれる。換言す
れば，契約に従って，売主が物昂の引渡提供（tO　t㎝der　delive町）を行なうた
めに，種々の行為が義務づげられている場合には，これらの行為がすべて終っ
たとき，約定品は引渡しうる状態に置かれたと推定されるであろうし，他方，
売主のなすべき行為がまだ一つでも残っているときは，約定品ぼまだ引渡しう
る状態に置かれていないと判断され砧副あるいは，売主による引渡提供がな
されると，ひき続いて買主の引渡受理が要求されるのであるから，契約に従っ
て引渡提供がなされたときに，約定品は引渡しうる状態にあるとか，買主の自
由にゆだねられたものと推定される。
　そこで，Ex　Works契約の売主が物品を員主の自由にゆだねるためには，
最小限の義務として，何をしなけれぼならないのであろうか。たとえば，買主
が約定品を引取りうるようにするため，引渡場所および引渡期日について通知
をしなげればならないのであろうか。あるいは，一定の数量毎に分けて包装し，
所定の荷印をつげたり，さらに買主の手配した貨車またはトラックに積込むま
でが売主の義務なのであろうか。
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　（b）引渡期日・場所の通知
　売主は，物品が買主に引渡しうる状態に置かれたならぼ，その旨を買主に通
知しなげればならない。胞］
　LC．C．が，この通知が書面（inwriti㎎）によらなければならないのかと質
問したのに対して，スエーデソを除いて，すべて“Yes”の回答をしている。ω
スエーデソのコメントによると，買主の物品引取り期日を指定する権限が売主
に与えられているときは，売主は買主に対して，その方法を間わず，通知しな
ければならない。ωノルエーは，“Yes”の回答をしているが，コメントにおい
て，この通知は絶対的に必要なものではなく，商取引の債例上行なわれている
と述べている。胸フラソス，モロヅコ，エジプトおよびユーゴスラヴィアは，
この通知が書留便（a　fegiste・ed　letter）による必要があると述べているげれど
も，他方，オーストリア，オーストラリア，ベルギー，スイス，デンマーク，
オラ：■ダおよびスエーデンは，必ずしもこの通知が書面による必要はなく，ど
のような方法によってもよいと述べている。しかし，買主が適時に引渡受理を
しない場合には，書面によって通知することが望ましいであろうし，またかか
る通知が買主に到達したことを立証する責任は売主鮒こあると，ベルギー，ス
イスおよびデンマークのコメントに述べられている。㈱
　たとえば，工場渡条件にて価格を表示するときは，“Price：US＄150per
case　ex　se1ler’s　mi11at301Walmt　Street，Phi1ade1phia，Pa．”のように，
買主が物品を引取る工場の住所をはっきり記載する場合と，“……eX　Se11er’S
min　P阯1adelp㎞，Pa・”のように，単に工場または倉庫の所在地だけを示す場
合があろ㌔後者においては，その地域に二つ以上の工場を売主がもっている
ならば，引渡場所の住所について，売主は適時に買主に通知しなげればならな
い。埠頭渡条件（ex　quay）の契約において，“跳quay　Or　warehouse　Liver－
p001”という文言が記されていたが，この契約にかかわる判例の中で，Liver・
poo1は広い場所であるから，引渡場所について通知がなされるべきであると
　η8
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の黙示条件が存在すると判示されている。ω
　（・）包装とその費用
　売主は，自己の費用をもって，買主が物品を引取るために必要な包装を施さな
ければならたいのであろうかo蜴Trade　Termsによると，オーストラリァは，
契約に特約がある場合を除き，売主には包装を施す義務がないと述べている。
スイス，イギリスおよびオラソダは，売主が包装を施す義務を負うか否かは，
契約条項によるとしている。オーストリアのコメントによると，同国において
は，売主は一般に物品の一部を形成する内装（intemalpacking）を施さなげ
ればならぬが，外装（extemal　packi㎎）を施す義務を負うか否かによって，
“packedexworkssale”と“unpackedexworkssa1e”とがはっきり区
別されているという。デソマークの回答にも，一般に，売主は物品の一都を形
成するか，または物品に属するような包装以上のものを施す義務を負わないと
記されている。カナダは，一応売主に包装する義務があることを認めるが，し
かし包装の種類については契約に定めるべきであると述べている。さらに，ユ
ジプトは，一般の慣例として，買主が売主に対して価格を問合せるときに，買
主が包装／無包装のいずれであるかを説明するのが普通であると述べている㈹。
Ex　WOrks契約においてぱ，包装を施すべきか否か，どの程度の包装が必
要なのか，また包装費をいずれの当事者が負担しなけれぱならないのか・とい
う点について，上記の各国コメントにみられるように，商慣習上確立した規則
はないので，契約を締結するさいに，はっきりと合意しておくことが大切であ
る。明示条項を欠くときは，通常，この契約の目的物が包装される場所におい
て常例とみられる包装が施されるものと考えられる。この条件の契約では，売
主の工場または倉庫において買主が物品を引取るために必要とする常例の包装
が問題とされるのであって，特約のないかぎり，輸出向きの耐航性包装（S鮒
wOrthy　packing）その他特殊の輸出用包装を施したり，またその費用を負担す
る義務は売主にない。ω
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　（d）検査・検量とその費用
　売主は，物品を買主の自由にゆだねるために必要とされる検定業務（たとえ
ぱ，品質・容積・重量・個数の検査）に関する諸経費を負担しなけれぼならないの
であろうか。胸Trade　Temsによると，I．C．C．のこの質問に対して，オラ
ソダは“N0”と回答し，スエーデソは回答を避けているが，それ以外の16か
国の国内委員会は“Yes”の回答をしている。げれども，フラ：■スおよぴモ
ロッコは，これは議論の余地ある問題であり，たとえば，売主が検量（weighi㎎）
や検数（C0㎜ti㎎）の費用を支払うこともあれば，また・買主の要求によって
物品の見本を抽出して品質を倹査する場合には，買主がその費用を支払うこと
があると説明してい㍍オーストリアおよびスイスもこれと同様の意見を述べ，
物品を買主の自由にゆだねるために必要なもの以外の特別な検定業務が買主の
要請によって行なわれる場合は，これに要する費用を買主が麦払わなければな
らないとしているoω
　貨車渡条件（K0．T．）や本船渡条件（F・0・B・）の契約においては，買主に
送付する目的をもって，売主が物品を運送人の保管に引移すかまたは貨車や船
舶に積込むと，これをもって買主に対する引渡提供であるとみなされる。陸oし
たがって，かかる提供にさいして，品質・重量・容積・数量などが契約に一致
していたことを買主に対して証明しなけれぱならないであろう。また，運送人
との関係において，運送人の保管に引移した，または貨車や船舶に積込んだ物
品の容積・重量を明確にする必要が生ずる。
　しかしながら，Ex　Woτks契約においては，約定品カミ指定引渡場所に置か
れたままで，移動することなく買主に引渡されるのである。買主またはその代
理人が，指定引渡場所において，約定品を引取るにあたって，物品の種類・品
質・数量・重量などが契約に一致しているか否かを確かめるであろう。買主は，
代金支払または物品受領に先だって，提供された物品が契約に一致するか否
かを検査する権利をもち，またこの物品が契約に一致しないことを理由として
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正当に拒絶するためには，合理的な検査を行なったのち，直ちに理疵を具体的
に示し，これが拒絶の正当な理由であることを売主に通知しなければならな
い。触　この物品検査は，通常，約定品の引港場所において行なわれるのを原則
とする。また，この物品検査に要する費用は買主が支払わなければならない。
売主が契約にしたがって買主に物品を送付する場合には，運送人の保管に引移
す前に検査することが買主にとって不合理ならば，買主は仕向地に物品が到着
した後にこれを検査することができる。鯛
　Ex　Works契約では，売主にかかる送付義務はなく，買主が，自己の危険
と費用にもとづい下，引取った物品を貨車，トラックなどに積込んで持ち帰る
のである。さらに，買主の義務に関達してあとに述べるように，この契約で
は，物品が買主の自由にゆだねられたならぱ，買主は直ちにこれを引取り，代
金を支払わなければならない。したがって，買主は，物品を引取るときに物品
を検査し，これが契約に一致することを確認したうえで，運送用具に積込むの
であり，これらに関連する費用はすべて買主の負担となる。それ故，この契約
におげる売主の検査・検量に関する費用の負担義務については・イソコターム
ズに，他のすべての取引条件の場合と全く同じ内容の規定が設げられているが，
Ex　Works契約の性質から，この規定はきわめて隈定して解釈されなげれぽ
ならない。
　（・）危険と費用負担の分界
　Ex　Works契約の売主は，約定期聞内に物品が買主の自由にゆだねられる
まで，その物品に関する一切の危険と費用を負担しなげれぼならず，また買主
は，物品が自己の自由にゆだねられたときから，その物品に関する一切の危険
と費用を負担する義務がある。㈲　このように，この契約におげる売買当事者間
の危険と費用負担の分界について，イ1■コタームズおよびアメリカ貿易定義は
同じ規定を設けている。この点についての質間とこれに対する各国の見解を
Trade　Temsによって見ると，スイス，ドイツ，オランダおよびスエーデニ／
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の国内委員会は，肯定・否定の確答を避けて，コメントを述べている。その他
の14か国は肯定の回答をしている。幽
　他に別段の合意がないかぎり，売買契約に定めた目的物が，契約に従って指
定期日または期間内に指定場所において提供されるカ㍉引渡しうる状態におか
れるまで，売主はその物品について生ずる一切の危険と費用を負担する，と
いうのが物品売買契約における原則と考えられる。スイスのコメソトによる
と，㈲物品が買主により工場で引取られたとき，その危険と費用が買主に移転
するが，指定期問が遵守されねばならぬと述べている。　ドイツの見解では，㈱
買主が工場で物品の引渡受理を行なうまで，その危険は買主に移転しないので
あり，また（引渡受理を行なったならぱ）買主はこのときからその費用をも負担し
なげればならない。スエーデ：■は次のようにコメソトしている。㈲r買主が物品
の引渡受理を行底う瞬間までは，売主が物品の危険と費用を負担する。買主が
適時に物品の引渡受理をしなかったときは，指定引渡期目が経過したときから
買主はその危険と費用を負担する。ただし，その物品が，契約に定められたも
のであると，確認されるものとする。しかし，売買の目的物が特定物であると
。きは，売主がその物品を買主の自由にゆだねたことを条件として，指定引渡期
日の開始したときからその危険は買主に移転する。」オランダの危険移転時期
に関する見解は，他の国のそれと著しく異なるように思われる。㈱これによる
と，物品が員主の自由にゆだねられかつ買主のために充当された旨の通知がな
された後，合理的な期日（reasomble　tilne）が経過したときにその危険が買主
に移転するという。
　イソコタームズは，各国の慣習を考慮し，その最犬公約数をとって，売買当
事者問の危険と費用負担の分界を規定したのである。要するに，Ex　Works
契約では，売主が契約に従って約定品をいつでも提供しうる用意ができたなら
ば，その旨を買主に通知し，そして買主が指定引渡場所において指定期間内ま
たは合理的期間内にその物品を引取るまで，売主はこれに関する一切の危険と
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費用を負担しなければならず，また引渡受理が買主によりなされたときは，そ
の後の危険と費用は買主の負担に帰属する。もし買主が指定期問内または合理
的期間内に約定品を引取らぬときは，かかる期問が経過したときから買主が危
険と費用を負担しなげればならない。㈲
　ここで，アメリカ統一商法典における減失危険に関する規定に一言ふれよ
う。イギリスの物品売買法およびアメリカ統一売買法においては，危険は原則
として所有権に伴って移転するという理念にもとづいて，物品が滅失した場合
にいずれの当事者がその危険を負担すべきかを規定している。臼oこれに対して，
アメリカ統一商法典でば，危険を所有権から切離し，物品が買主に提供された
ときにその滅失危険が買主に移転する旨を，契約の形態別に具体的に規定して
いる。鋤すなわち，契約履行のために物品が運送人によって移動する契約は，
履行地により，（1）出荷地または積地契約と（2）仕向地または揚地契約に分けられ
る。物品が移動することなく履行される契約は，（3）営業倉庫渡契約のように，
物品が受寄者に保管されている場合と（4）物品が売主の手元にあり，買主が物品
をそこから引取る場合とがある。アメリカ統一商法典はこれらの場合について，
いずれの当事老にも違反がないときに危険がどこで売主から買主に移転するか
を規定している。本稿の対象であるEx　Works契約は，（4）の場合で，一般に
Pick－up　Contractと呼ぼれる形態に属する。働
　Pick－up契約とは，約定品が売主の占有下にあり，買主がその場所へ物品を
引取りにくるという方法で引渡提供がなされる契約で，アメリカ統一商法典の
規定が従来のものと異なる点は，この場合における危険移転を売主が商人であ
るか否かにより区別していることである。売主が非商人であるときは，物品の
引渡提供にさいして危険が買主へ移転する。ここにいう引渡提供とは，通常，
売主が指定の場所・時に契約に一致する物品を買主に引渡しうる状態または買
主の白由にゆだねうるようにおくことを意味する。闘売主が商人であるときは，
買主が現実に物品を受理するまで，その危険は買主に移転しない。
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　この規定に関する起草理由説明は以下の如くである。関売主が商人であると
きは，たとえ代金が全額支払われかつ物品が自己の自由にゆだねられた旨の通
知を買主が受取ったとしても，買主が現実に受理するまで（mti1actua1receipt）
は，危険を買主に移転することができず，売主がこれを負担しなけれぼならな
い。その理由として，自己の工場，倉庫，店動こおいて現実的引渡を行なう商
人は，買主がこれを引敢りに来るまでの間，実際に継続してこの物品を支配し
ており，また保険契約によって自己の安全を図ることができるけれども，他方，
買主は実際に物品を支配しておらず，しかもまだ自己の占有下にない物品に対
して保険を手配するということがあまり期待されないことであるから，と説明
されてい私もし買主が指定期日または期問内に物品を引取らなかったときは，
買主の契約違反としてこれを扱い，売主は，保険によっで実際に填補を受けら
れない限度で，買主が商業上合理的な期間にわたり危険を負担するものとみな
すことができる。闘
　（f）輸出・輸入手続に必要な書類
Ex　Works契約の売主は，買主の要請により買主の危険と費用をもって，
引渡国および／または原産国で発行され，かつ買主が輸出および／または輸入
のために（また必要な場合には，物品の輸送中における第三国通過のために）必要と
する書類を敢得するよう，あらゆる助力を買主に与え在げればならないのであ
ろうか。Trade　Temsを見ると，この質問に対する各国の回答はすべて肯定
しており，コメソトが全くない。闘　これまでに述べた売主の主要義務から明ら
かであるように，国内取引の場合はもちろんのこと，貿易取引においても，こ
の契約の売主は自己の工場で物品の引渡提供を行なうのであり，その後の物品
の移動には一切かかりあわないのであるっしたがって，この物品が輸出される
ならば，買主カミ輸出者として輸出手続をとるべきであり，帥当然，これに伴っ
て課徴される諸税料金を負担しなければならない。闘そこで，輸出および輸入
手続に要求される書類で，売主によって敢得されるものがあるなら，買主ぱそ
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の提傑を売主に要請し，かつその取得費用を麦払わなければならないのであ
る。しかし，この取引条件でば，売主が全く輸出機能を負わないのであり，買
主が物品を引取り，政府の許認可を取得し，そして船積することを考えると，
買主は輸出国に支店または代理店をもたなければならないであろう。そうする
一と，売主でなければ敢得しえぬ書類というのは，きわめて限られることにた
る。
　3）買主の主要義務
　Ex　Works契約の買主ば，契約に定められた期日または期問内に，指定引
渡場所において物品が自己の自由にゆだねられたなら，直ちにこれを引取り，
かつ契約に定められた代金を支払わなければならない。鯛買主は，物晶を引取
ったあと，これに関する一切の危険と費用を負担し，ω　また輸出関係の諸税を
負担しなけれぼならない。㈹もし買主が物晶を引取る期聞および／または引渡
場所について選択権を留保したときは，これを然るべく行使しなかった場合に，
一その責任を負わねばならぬ。物さらに，原産地証明書その他の必要書類を取得
するために生じた費用を支払う義務を負う。陶　これらについては，前記売主の
義…務の説明と重複するので，省略する。
注（1）I－C．C．，”α幽τ〃㈱，A伽o肋”曲閉o助‘乃〃2∫，Doc．No．16，Paris1953．
　（2）オーストリア，オーストラリア，ベルギー，カナダ，スイス，ドイツ．デンマー
　　ク，エジプト，フランス，イギリヌ，イタリア，モロヅコ，ノルエー．オランダ，
　　スエーデン，アメリカ合衆国，ユーゴスラヴィア、および南アフリカ。
　（3）インコタームズ，Ex　Works　r売主の義務」第2項，アメリカ貿易定義、Ex
　　（Point　o｛odgin）r定義」。
　（4）　〃〃2T〃刎∫，P、旭
　（δ）インコタームズおよびアメリカ貿易定義において，この表現が用いられている。
　（6）Uniform　Co血mercial　Codeにおいて、この表現が用いられている（たとえぱ，
　　U－C．C一§2＿503）。
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（9）インコタームズ，「売主の義務」第4項。この点に関するわが国の法律上の見解
　も同じである。物晶の引渡提供の方法について，民法第493条但書後段において，
　「債務の履行に付き債権者の行為を要するときは弁済の準備を為したることを通匁
　して其受領を催告するを以て足る」と規定Lている竈Ex　Works契約のような取
　立債務においては，売主がその住所で契約に定めた目的物を他と区別Lて何時でも
　買主に引渡しうる状態におき，かつその旨を買主に通如することにより，その物品
　は特定する。
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鉤　たとえぱ，わか国の関税法第67条を参照。
鯛　τ〃幽τ〃舳，p．12（「買主の義務」質問第4項参照）．
鯛　1あ肱，p，12（「買主の義務」質間第1項参照）．インコタームズ，「買主の義務」
　第1項。アメリカ貿易定義，「買主の義務」第1項。上坂，前掲書，72頁。Schmi－
　tthofE，oク。α版，P．10．
㈹　インコタームズ，r買主の義務」第2項。アメリカ貿易定義，r買主の義務」第3
　項。
㈹　インコタームズ，r買主の義務」第3項。アメリカ貿易定義，「買主の義務」第2
　項。
陶イン＝1タームズ，「買主の義務」第4項。
㈹インコタームズ，r買主の義務」第5項。アメリカ貿易定義，r買主の義務」第5
　項。
3．Ex　Works契約の特徴
　（・）売主の工場・倉庫を履行場所とする
Ex　Works契約の特徴は，指定引渡場所において，物品が移動することな
く，そこに置かれたままで引渡提供されるということである。工場渡条件に
よって代表されるこれらの契約は，売主の工場の製品置場，自家倉庫などから
提供がなされ，買主が自已の危険と費用をもって物品をそこで引取る（pick・up，
co11ect，take　de1iTery）ことを意味する。
　したがって，単にex　works，ex　factory，ex　w虹ehouse，etcというとき
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は，売主自身の工場・倉庫を履行場所とす乱同じように，倉庫渡条件という
場合でも，物品が営業倉庫に保管されているときは，売主の工場からこの倉庫
までの運送費用，保管料，入庫・出庫の取扱費などが価格の中に含まれるであ
ろうし，売主（寄託者）と倉庫業老（受寄考）との寄託契約にしたがって，売主が買
主に対して引渡をするためには，売主は流通性の倉庫証券を買主に提供するか，
または物品を占有することのできる買主の権利について受寄者の承認を得なけ
れぱならない。あるいは，非流通性の倉庫証券または受寄者宛の荷渡指図書が
提供されることもあろう。ω　このように，自家倉庫渡の場合と営業倉庫渡と
では，その内容が異なるのであるから，“ex　se11er’s　warehouse”と“ex
bai1ee’s　warehouse”をはっきり区別しなげればならない。＝2〕Ex　Works契約
は前者に属し，Ex　Quay契約帽〕は後老に属する。
　（b）特殊倉庫を意味することがある
　契約においては，単に倉庫渡条件である旨の表示しかない場合でも，売員の
目的物の性質または四囲の状況から，特殊倉庫が黙示されることがあ孔たと
えば，冷凍肉その他の冷凍食品を　“eX　StOre”条件で売買契約を結んだとき
は，その契約に特に明示がなくても，この用語は，物品の性質から，“eX
refrigerating　store”の意味に解釈さるべきである。＝4〕
　（・）陸上の保管場所を意味する
　この契約では，物品が現に置かれている場所または保管されている場所で引
渡提供がなされるのであるが，この保管場所は，“ex　factory”でも，“ex
warehouse，”“ex　godown，”または“ex　store”のいずれであっても，陸上
の物品保管場所（the　p1ace　f0・the　stOrage　Of　gOods　On1and）からの引渡を
意味するのであり，㈲　この用語には，通常，船上または水上の物品保管（the
stOrage　of　goods　anoat）は含まれない。したがって，倉庫渡条件の売買に関連
して，保険の手配をする場合に問題となるのは，物品が遭遇するかもしれない
陸上危険（land・isk）であって，海上危険（marine　risk）ではない。崎〕水上ま
　788
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111
たは海上を保管場所とし，そこを物品の引渡場所として買主が引取る契約の例
としては，売主の貯木場または木場におげる材木の売買契約があるけれども，
この取引はもっぱら船側渡条件（F．A．S．）によって行なわれてきた。ω
　（d）物品の移動なしに履行される
　これまでにも繰り返して述べたように，この契約の特徴の一つは，物品が
移動することなく提供されることである。ところで，同じ工場または倉庫から
引渡を行なう契約には，Ex　Works契約のほかに，F．0．B・factoryがあ
る。周知の通り，アメリカでは，F．0．B．という用語が価格条項または引渡条
項として広く用いられている。この場合のF．0．B．は，わが国で貿易上r本
船渡条件」として知られているものではなく，貨車，トラック，艀，航空機た
どによる売買契約に用いられ，一割しかもこれらの運送用具に積込んで引渡す場
合だげでなく，これらによって仕向地まで物品を送付し，そこで引渡す場合に
もこの用語が使用される。⑨　このF．O．B．によって表示される契約において
は，一般に，売買の目的物が運送人により仕向地に向けて移動し，（1）物品を運
送人の保管に引移すことをもって，売主から買主への引渡とみなす出荷地引
渡条件と，（2）仕向地に到着した物品を買主が運送人から受取る仕向地引渡条件
がある。これらの取引においては，通常，本船渡条件および船側渡条件の契約
を除いて，売主が物品の送付（shipment）に関する決定および手配を行なう。ω
　とに角，アメリヵにおいては，F．O．B．という用語が種々の取引に広く使用
されるところから，売主の工場において物品を弓一陵す取引にもこの用語が採用
されている。ω　しかし，売主の工場を引渡場所とする契約はすべて工場渡条件
なのだろうか。たとえば，“……ex　facto町at301WalnutStreet・Phladel－
phia，Pa．”と“……i　o．b．factory　at301Walnut　Street，Phi1ade1phia，
＝Pa．”とは全く同じ住所の工場で引渡すのであるから，両方とも工場渡条件と
いいうるのであろうか。もちろん，否である。後者の“f．o．b．factory”ば
’‘free　on　board　railroad　cars　at　the〔seller’s〕factory”の意味であり，幽
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F．O．B．契約（いわゆる貨章渡条件に相当する）である。したがって，R0．B．
factOry契約の売主は，自己の工場の構内において，鉄道貨車に約定品を積込
み，この貨車を鉄道会杜の保管に引移し，貨物引換証を受取るまで，その物品
に関して生ずる一切の危険と費用を負担しなげればならない。㈱
　このように，同じ売主の工場において物品引渡が在される契約でも，eX
works，ex　factoryなどの場合には，物品の移動なしに提供がなされ，買主
がそこから物品を引取るのに対して，f．o．b．works，f．o．b．factoryにおい
ては，特約がある場合を除いて，売主が指定仕向地までの貨車の手配を行ない，
こ棚こ約定品を積込んで運送人の保管に引移すまでの危険と費用を負担するの
で，全く性質を異にする契約である。
　ところで，売主の工場の製品置場または倉庫から約定品を引渡すことを条件
とする契約がEx　Worksであり，この場合には，ex　warehouseという用語
が使用されるであろうが，倉庫を引渡場所とする契約をすべてex　warehouse
で表示するものと誤解している向があるようだ。ωすでに述べたように，この
用語は，売主の倉庫または受寄者の倉庫に置かれている物品を移動することな
く，そこから買主へ引渡す契約に用いられ私しかし，売主が自已の危険と費
用をもって，船積港にある買主指定倉庫まで約定品を持込んで，その倉庫で物
品を引渡す契約をも，ex　warehouse，ex　godownなどという用語で表わすの
は誤りである。これは持込渡条件の契約であるから，free　to　warehouse，
delivered　at　warehouse（named　port　of　shipn1ent）というような用語を用い
る方がよい。これをアメリカ貿易定義にある用語で表わすと，胴f0．b．ware・
house（at　place　o｛destination）とたる。前記の売主の工場または倉摩におい
て貨車に積込んで物品を引渡す契約は，f　o．b．warehouse（at　place　of　ship・
ment）である。売主が原料・燃料を買主の工場まで持込んで引渡すという契約
は，　f．o．b．factory　（at　place　of　destination）　またはf．o．b．buyer’s　factory
である。アメリヵのf．o．b．には，売主の工場・倉庫を出荷地とするものと，
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買主の工場・倉庫を仕向地とするものがあるので，履行地について当事者閻に
誤解のないようはっきりと取り決めておくことが大切である。これらの契約に
おいては，売主が買主に引渡すために，物品を運送人の保管に引移すか，ある
いは更に運送人により仕向地へ向げて運送する義務を負うもので，これらの義
務はEx　Works契約の売主にはない。
要するに，Ex　WOrks契約の特徴ぽ，売主の工場や倉庫などにおいて，物
品の移動なしに引渡提供がなされる点にある。売主は，買主が物品をそこから
引取りうるよう，常例の包装を施し，必要とされる検査・検量を行ない，買主
が引取るまでの危険と費用を負担するが，それ以上の義務を負うものではな
い。買主が，国内の卸売業者，小売業老，輸出商，あるいは外国の輸入商のい
ずれであろうと，この契約の売主は，前記の義務だけを履行すればよいのであ
孔したがって，たとえ売主が外国の買主と貿易契約を締結しても，この売主
は貿易取引に通常考えられる諾手続や危険を全く負うことがないので，売主の
立場から眺めると，この契約は常に国内取引としての性格にとどまるといいう
る。このような条件の契約はどのような貿易取引に適用されるのであろうか。
注（1）UnifomCommercialCode，Sec．2－503（4）（a）a口d（b）。わが国商法第604条
　　およぴ民法第184条参照。
　（2）営業倉康渡条件については，上坂酉三「貿易慣習」昭和34年，76－80頁を参照。
　（3）輸入港の埠頭倉庫に蔵置きされている物品を売主（輸入者）から買主（輸入国内
　　の需要者）へ引渡す契約で，買主は売主から倉産証券，荷渡指図書などを受けとり・
　　これと引換えに受寄者から物品を引敢る。
　（4）　Schmittho丘，o力・oづム・p・11・
　（5）珊∫尻〃，R2ωω＆C0・v・λ7刎0〃＆Co．〔1920〕3K．B．614．
　（6）　Schmittho任，oク6㍍　P．10・Benjamine，J・P・・λ　τ〃””∫2　0〃　肋2工α〃　ゲ
　　8α120グP〃∫o刎1〃o力〃妙，7th　ed．by　A．R．Kemedy，London1931，p－64τ
　（7）上坂，前掲書，151頁。
　（8）アメリカ貿易定義，（II－A）F・0・B・の定義を参照。
　（9）アメリカ貿易定義，（II－D）F・O・B・（皿amed　h］and　c…mjer　at　named　point
　　ofexportation），および（II＿F）F．0．B一（namedinlandpointincountryof
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　importation）がその例である。なお，Uniform　Co皿㎜erciaユCode，Sec・2－319（1）
　を参照。
⑩　Uniform　Commercia1Code，Sec．2＿311（2）を参照。
ω　上坂，前揚書，166－167頁。Richter，G・R・，肋曲P伽吻12∫げ肋”9〃
　τ7〃2，in　Leslie　L．Lewis（ed．），Iiユternational　Trade　Handbook，Chicagσ
　1965，p．32．Robinson，R．D一，〃加閉α肋刎1B〃3榊5∫〃b刎禦〃醐ちNew　York
　1973，P．53．F．0．B－factory，F．O－B－milI，F・O・B・mine等について次の文鰍
　を参照されたい。Bugan，oク．dム，pp一』28。
⑲　珊c〃〃v．Zooo〃，8N－J，M三s．Rep．289，150Atl－1．B〃桃〃〃Co肋〃吻一
　Co．v．Coゐ肋，204App．Div．397，ユ98N－Y－S．240－Sf刎伽〃Cα8伽g　Co．v－
　0α1ψ07〃αCα5πg　Oo．，233N－Y－413，135N－E．834。肋ね閉α肋〃α1Co．v－8〃勉一
　〃6〃灰α細刎070〃〃∫，146Md．608，127A．393一肋〃乃7尾＆乃伽功刎〃σ
　0o．v．C例α〃Coα1Co．，286Pa．72，132A．828．
⑬　アメリカ貿易定義，（IトA）F－0－B・r売主の義務」第1項および第3項を参照。
㈱　藤本秀三郎r輸出取引の実務」昭和48年，121頁に指摘されてい乱
⑲　アメリカ貿易定義，（II－D）F・0・B・を参照。
4．売主の工場を履行地とする貿易取引
　売主の工場，倉庫，その他物品の原産地を引渡場所とし，買主が提供された
物品をそこから引取るという内容のEx　WOrks契約は，その履行の場所・方
法から，その目的物が内国貨物として引渡されるので，国内取引の性格にとど
まると考えられる。この売買契約は，「外国貿易においては常に海上売買と連
絡すべき陸上売買であって，専ら輸出の場合に用いられる」ω　というげれども，
どのような形で貿易取引に用いられるのか，この契約の履行方法から，常に海
上売買と連絡すべき陸上売買とは何を意味するのか，また専ら輸出に用いられ
るというが，その取引相手は逆にこの契約で輸入するのではないのかという疑
問が生ずる。Ex　WOrks契約または売主の工場を履行地とする売買契約によ
る貿易取引の例として，（・）委託買付契約，（b）プラソト輸出契約，（・）工場専用埠
頭からの輸出，（d）コソテナを利用した複合一貫運送による輸出などが考えられ
るので，以下にこれらを検討してみたい。
　792
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　（・）委託買付契約
　Ex　Works契約または原産地引渡条件の契約は，輸出貿易では，その目的
物の生産国または供給国に営業所をもつ買主（外国の需要者の支店または代理人）
が，海外需要老である本店または本人の指図あるいは委託にもとづいて，その
物品の生産老または製造業者から，買付を行たう場合にもっともよく見られる
という。屹］海外需要者との委託買付契約（ind㎝t）にもとづいて，その受託者で
ある輸出間屋が，この条件の契約で目的物を仕入れ，買付代金を支払い，工場
その他の場所からこれを引敢って船積港にて外国貿易船に船積するまでの諸
掛りを立替え，必要な場合には保険の手配を行ないかつその保険料を支払って，
買付けた物品を外国の委託者に送付する。したがって，この場合に，海外需要
者（委託者）と輸出問屋（受託着）の関係は貿易取引であるが，この輸出問屋（買
主）と生産者または製造業者（売主）の問に締結されるEx　Works契約は，全
く国内取引にすぎない。｛到
　生産者または製造業者が外国の需要者または輸入商と，この条件で直接に売
買契約を結んだときはどうであろうか。売主の義務についてすでに述べたよう
に，Ex　Works契約の売主は，工場などで約定品を買主に引渡し，原則とし
て，その際に代金の支払をうげ，買主が物品を引取った後の一切の危険と費用
を負担する。それ故，売主は，国内市場において物品を売る場合と同じように，
輸出することができるという。｛4〕この場合に，売買契約はそれぞれ異なる国に
営業所をもつ当事老間に締結され，約定品の所有権はその結果として国際移転
をし，かつ，その目的物は供給国から需要国へ，それぞれの国の関税線を通遇
して，国際運送されるのであるから，これは明らかに貿易取引であるといえよ
う。
　しかしながら，この契約はEx　Works条件であるから，売主のなすべき義
務は国内取引の場合と全く同じで，それ以上のものを含まない。他方，この契
約の買主は，指定場所で製品を引取ったあと，その代金を支払い，これを輸出
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港まで運送し・輸出者として輸出通関手続をとり，また船腹を確保し，運送人
と運送契約を結んで物品を船積し，また海上保険契約を結んだり，さらに輸
出入に必要な各種書類の調達および作成を行なわなければならないであろ㌦
輸出地におけるこれらの諸手続を買主が輸入国で処理することは不合理である
し・といって・契約の都度輸出国へ来て自分でこれらの仕事を処理するのも実
際的でない。そこで，需要者または輸入商は，輸出地に支店または代理店を設
置すれば，この取引条件により有利な現地調達を行なうことができよう。この
場合のEx　WOrks契約の当事者の関係は，実際には，上記の生産者と輸出問
屋の間の国内取引と同じになる。
　（b）ブラント輸出契約
　生産設備やプラント類の輸出契約においては，輸出さるぺき機器・資材の危
険移転に関連して，工場渡条件（ex　w0・ks）とすることがある。たとえば，国
連欧州経済委員会（ECE）のプラント輸出標準契約条項（General　COnditions
for　the　Supply　of　Plant　and　Machine・y　fo・Expo・t，No．188）㈲の第6条は次の
ように規定している。
6　危険の移転
6－1第7条第6項に規定する場合を除いて，危険移転の時期は，契約成立時
に有劾な国際商業会議所の貿易取引条件の解釈に関する国際規貝u（イン＝1ター
ムズ）に従って，定められるものとする。
　契約中に・売買の種類に関する表示が全くないときは，ブラントは「工場渡
条件」にて売買されるものとする。
6．2　「工揚渡条件」の売買の場合には，売主は，買主がプラントを引取る同時
を書面により・買主に通如しなけれぱなら底い。売主の通知は，買主が引取る
ために通常必要とする措置をとりうるよう，十分な時問をもってなされねぱな
らない。
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　上記のプラソト輸出契約の条項には，プラソトを売買するという文言がみら
れるが，プラント輸出は，申すまでもなく，プラントを構成する機械・器具・資
材等を単に売買することが目的でなく，輸入国内に生産設備および附属施設を
組立・設置・運転する等のプラント建設工事請負業務が主体である。そこで，
輸入者または注文者の立場からすれば，設置されたプラントが所期の製品を予
定通り生産して，その輸入の目的が達成されるまでは，売主または請負人に責
任を負わせようとするであろう。げれども，輸出者または請負人の立場からす
れば，プラソトを構成する機械・器具・資材等の滅失危険およびこれに伴う請
負工事完成・引渡遅廷の危険などを避げるため，たとえば，これらを工場渡条
件によって輸入者側に売渡したうえ，現地において輸入者側からこれらの供給
をうけてプラント建設工事を請負うという方法を希望するかもしれない。｛副こ
の場合には，機械類・資材等の所有権・危険・費用負担等を売主の工場でいっ
たん買主側に移し，契約上，売主の工場から輸入国のプラソト建設予定地まで
は，売主が買主に代って諸手続および運送を代行する方法が取り決められよ
う。このような方法は，プラソト輸出契約という特殊な契約の場合はよいが，
物品売買契約である通常の貿易取引には適用されない。売主が物品の送付その
他の手続を積極的にとる場合には，Ex　Works契約ではなく，他の適当な敢
引条件で契約を締結するであろう。
　（・）工場専用埠頭からの輸出
　既述のごとく，丸太を貯木場から輸出する場合には，あたかも陸上の保管場
所または倉庫から買主が物品を引取るように，買主が材木運搬船を手配して，
指定貯木場から丸太を引取るので，これは工場渡・倉庫渡などと同じ内容の契
約と考えられる。ところが，この契約の特徴の一つは，売主の工場，農場，鉱
山，あるいはその製品置場，倉庫などを履行地とすることであり，また，この
指定引渡場所は，売買の目的物の生産・製造と関係があるところから，物品の
種類の一部を構成すると考えられるが，｛71通常，陸上の保管場所で，それ以外
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の場所を含まない。｛8］
　しかし，木材の輸出が現実には，主としてF．A．S．契約によって行たわれ
ているというならぱ，このことは，丸太の置かれている場所に買主手配の船舶
が横付げになってこれを引取るのではなく，売主が指定荷役錨地において指定
船舶の船側で引渡すために，そこまで約定品を運ぶ義務が売主にあることを意
味する。＝9〕そして，売主は目的物を指定埠頭または船側において運送人の保管
に引移し，指定引渡場所において有効に引渡した旨を証するため，埠頭受取書
（d㏄k・eceipt），本船受取書（ship’s　receipt）その他無故障の慣用書類を買主に
提供しなけれぼならない。ωF．A．S．契約においては，原則として，買主が船
腹を手配する義務を負うが，当事老間の特約または慣例により，売主が船腹を
確保し，運送契約を締結することが多くの場合にみられる。ωすなわち，この
型の契約には，物品引渡に関して運送人が売買当事老問に入るので，買主（輸
入者）が輸出地に支店または営業所をもたなくても，契約上，売主に物品を送
付させることができ，また輸出通関手続たどを代行させることもできる。胸
　この例は，一般に，売主の工場専用埠頭からの輸出にみることができる。こ
れは売主の工場から引渡す契約には違いないが，Ex　Works契約ではなく，
船積港（売主の工場尊用埠頭）におげるF．A．S．契約であり，前記のF．0．B．
factoryの契約形態に、属する。
　（d）コソテナ輸送
　コソテナによる複合一貫運送という新しい運送方式は，従来の国際運送の概
念を変えてしまった。この新しい運送方式による貿易取引に，伝統的な海運の
うえに発展したtrade　termsをそのまま適用するのは無理があるけれども，
コソテナ貨物に適用される新しいtrade　termsがまだ確立していないので，
1953年インコタームズのtrade　termsを準用しているというのが現状である。
このような不便を取りのけるため，国際商業会議所は，新しいtrade　ter皿s
をつくる作業にとりかかった。㈹
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　複合一貫運送（combined　t・ansport；CT）によるコソテナ貨物に適用される
trade　terms（I．C．C．試案）は，FCL貨物（fu11container1oads）とLCL貨
物（1essthancontainer10ads）に分げ，前老の引渡地点として・（1）売主の工場
または営業所，（2）輸出国の船積コンテナ・ヤード（cOntainer　yard；CY），（3）輸
入国の陸揚コソテナ・ヤード，および（4）買主の倉庫または営業所を，また後者
の場合には，引渡地点として，（1）輸出国の船積コンテナ・7レート・ステーシ
ョン（container　freight　stati㎝；CFS）および（2）輸入国の陸揚コンテナ・フレー
ト・ステーショソを定め，次のような新しい用語によって表示される。
　FCL貨物に適用されるtrade　terms：
　　（1）Free　in　Container（named　seller’s　p・emises），（指定売主営業所）コ
　　　ンテナ詰込渡条件。
　　（2）Free　CT－CY　port　of　shipment（named　CT　and　port　in　the　country
　　　Of　exportatiOn），（輸出国における指定複合一貫運送機関および指定港）
　　　船積コンテナ・ヤード渡条件。
　　（3）Free　CT－CY　port　of　arriva1（named　CT　and　port　in　the　country
　　　of　impo・tation），（輸入国における指定複合一貫運送機関および指定港）
　　　陸揚コ：■テナ・ヤード渡条件。
　　（4）Ex－Container（named　buyer’s　p・e㎜ses），（指定貝主営業所）コソテ
　　　ナ持込渡条件。
　LCL貨物に適用されるtrade　terms：
　　（1）Free　CT－CFS　port　of　shipment（named　CT　and　port　i口the　comtry
　　　Of　exPo打atiOn），（輸出国におげる指定複合一貫運送機関および指定港）
　　　船積コンテナ・フレート・ステーショソ渡条件。
　　（2）Free　CT－CFS　port　of　arri∀aI（named　CT　and　port　in　the　comtry
　　　o｛imPOrt・tion），（輸入国におげる指定複合一貫運送機関および指定港）
　　　陸揚コンテナ・フレート・ステーショソ渡条件。
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　これらのtrade　termsのうち，売主の工場を履行地とするのは，FCL貨物
のFree　in　Container条件である。この契約における売主の主要義務は，（1）
契約に合致した物品を提供するため，コンテナに詰込む前に，物品の品質・重
量・数量などの検定をうけてから，耐航性の包装を行ない，（2）指定の場所と期
日に員主（または買主指定の複合一貫運送人）のコソテナに物品を詰込んで買主の
自由になしうる状態におき，（3）それまでの一切の費用と危険を負担し，また（4）
買主の要請があれば，員主の費用により，輸入国で必要な原産地証明書などの
書類を取得すべく助力することであ私買主の主要義務は，（1）自己の費用にて，
売主にコンテナを引渡すかまたは複合一貫運送人にコソテナの引渡を行なわぜ，
（2）物品がコンテナに詰込まれたときから一切の費用と危険を負担し，（3）契約に
定められた代金を支払い，かつ（4）輸出のために課せられる一切の諸税を負担す
ることである。ω
　この取引条件は，Ex　Worksに相当するものであるといわれるが，上記の
内容から（特に，コソテナを包装手段とみるか運送手段とみるかにより異なる見解に
分かれようが），また，亙〃θinCOntainerという表現形式から，むしろ且0．B．
factoryの契約形態に属するとみる方が妥当であると思われる。
　そのほか，航空運送による物品売買契約に適用されるtrade　termsもまだ
確立していないので，“c．i．f．Montreal　by　airfreight”とか“f．o，b．Man－
chester　Airport　to　Paris”などのように，従来の用語を利用している。しか
し，今のところ，航空貨物運送の場合には，これらの用語は，全く価格条件
（price　tems）としての意味にとどまり，trade　termsとしての内容は考慮さ
れていないといってよい。それ故，従来の用語をもって契約を表わすと，その
表現が長たらしいだけでなく，当事者の義務について誤解をもたらす倶れがあ
乱また，航空機による貨物運送の場合にも，もちろんコソテナが利用される
けれども，この場合には，むしろ高速運送（high　speed　shipment）に伴う書類
の迅速な提供方法が間題となろう。㈲Air　Trade　Termsに関する試論ばある
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が，㈹現在のところ，ここで検討しうる程確立したtrade　termsがまだない
ので，これについてはここでは論じない。
注（1）中芽省三r貿易と用語規則及敢引約款」昭和30年，20頁。
　（2）上坂，前掲書，62頁。
　（3）上坂，前掲書，62頁。なお，委託買付契約の例については・同書62一一64頁を参
　　照。
　（4）Schmltth0丘，0カ励，p9貿易実務講座第8巻，255頁。
　（5）UNPub1．ME／188bis／53，Geneva，March1953・同様の条項は次の標準契約条
　　項にも見られる。Genera1Conditions　for　the　Supply　and　Erection　of　Plant
　　and　Machine町for　Import　and　Export，No－188A（UNPub1．1957．II．E／Mim．
　　3っ；Genera1Conditions　for　the　Supp1y　of　Plant　and　Machinery　for　Expo竹，
　　No574（UNPubl　ME／574／55），G㎝eral　Cond1tms　for　the　SupPly　and　Ere・
　　ction　of　Plant　and　Machinery　for　Import　and　Export，No．574A（UNPub1，
　　195τII，E／Mim，4）；General　Conditions　of　Sale　for　the　Import　and　Expo廿
　　of　Durab1e　Consumer　Goods　and　of　Other　Engmeermg　Stock　Artlcles，一No
　　730（UNPub1．61．IL　E／Mim．12）．
　（6）貿易実務講座第8巻，228頁。
　（7）　∫o榊8v，C1〃尾（1858），2H・＆N・725；27L・J・Ex・165；115R・R・769・
　（8）3．Ex　Works契約の特徴，（c）項を参照。
　（9）τ〃幽丁〃榊，P．46一インコタームズ，F・A・S・，「売主の義務」第2項。アメリ
　　カ貿易定義，F．A．S．vessel，「売主の義務」第1項。
　（1◎　〃α幽τ2舳s，P－46。インコタームズ，F・A・S・「売主の義務」第7項。アメリ
　　カ貿易定義，F．A．S．vesse1，r売主の義務」第2項回
　⑩　丁吻ゐT〃舳，p．54（See　Para．4．of　the　Notes　by　U．S．National　Com－
　　mittee）．
　⑫　丁他伽τ〃舳，p，46。インコタームズ，F．A．S．「売主の義務」第3項。
　⑬　コンテナ貨物に適用される国際商業会議所のtrade　terms（案）については，次
　　の資料による。小原三佑嘉「コンテナによる複合一貫運送のための新LいTrade
　　Termsへの模索」海事産業研究所報，No．78．1972年12月，18－25頁。
　⑭　小原，前掲論文，22頁。
　⑯　たとえぱ，アメリカ統一商法典に規定されているようなDestination　Bil1s（皿
　　C．C．§7－305）やAltered　B／L（U・C・C・§2－306）を参照。
　⑯　Pa1，L．T一，〃グ丁例閉∫，i皿The　Joumal　of　Business　Law，January1973，p．
　　9．
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5．結　　語
　1953年のインコタームズの改訂にあたり，貿易取引上慣用率が低いと考えら
れたFree条件とFree　De1iマered条件が削除されたにもかかわらず，Ex
WOrks条件は1936年以来規定されている。また，アメリカ貿易定義には，
1941年の改訂のときに，この条件が新規に採択され，その主要内容はインコタ
ームズと同じである。しかし，その内容からこれが貿易取引に用いられるのか
どうか疑問が感じられた。もちろん，たとえぱEx　Ship条件のように，かっ
ては売買契約に盛んに用いられたものも，時代の推移に伴ってほとんど利用さ
れなくなることがあるし，他方，今日は慣用率が低くても，将来，諸制度の発
達により盛んに使用されるような取引条件もあろう。その一つの例として，コ
ンテナ輸送の普及により複合一貫運送が制度化されると，売主の工場または倉
庫で引渡提供を行なうか，あるいは買主の倉庫または営業所まで持込んで引渡
すような条件による貿易取引一換言すれば，今目の貿易取引ではあまり利用
度の高くないと思われるEx　Works条件またはFree　De1ivered条件の契約
が多く見られるようになるのではなかろうかと予想される。
　後者のDe1ivered条件は，1967年Montreal　Rulesの中に復活した。しか
し，売主の工場で約定品をコソテナに詰めて引渡す契約は，現行イソコターム
ズのEx　Works条件をそのまま適用すれぼよいのであろうか。あるいは，コ
ソテナ輸送による取引慣習は全く新しいものであるから，十分これに適用しう
るように，全く新しい内容のものを作るべきであろうか。この場合に，売主の
工場が引渡場所ならば，やはり“Ex　Works”という用語で表示したらよいの
か。これらの疑問が生ずるであろう。
そこで，Ex　Works契約について，諸規則および各国の取引憤習により，
主要内容と特徴を調べ，これが貿易取引条件として妥当であるか否か，またも
し貿易取引に用いられるならば，どのような場合であるかを検討してみた。そ
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の結果は，すでに述べたように，否定的である。Ex　Works契約それ自体は，
売主の側から常に国内取引の性格にとどまり，また輸入老がこの条件により有
利な買付けを行ないうるといえども，これを行なうには，輸出地に麦店または
代理店をもつ必要がある。もちろん，輸出地の代理店に要求される機能には，
必ずしも買付機能が含まれないから，たとえば，運送人を代理人として通し
運送を利用することが考えられよう。ただし，この場合には，物品を運送人の
保管に引移すことを売主の義務とすることが，貿易取引の安全かつ確実な履行
という点から，当事者双方にとって望ましい。このような内容の契約は，Ex
Worksではなく，F・O．B．factoryであり，Free系の取引条件である。売
主の工場を履行地とする貿易取引について若干の例を検討したが，それはいず
れも後者の形態である。
　国際商業会議所が，コソテナ貨物に適用さるべき新しいtrade　termsを目下
検討し，新しい国際規則を作ろうとしていることは，前に述べた。その試案に
よると，六つの取引条件のうち，五つがFree系である。売主の工場を履行地
とする取引条件は，Free　in　COntainerという用語であらわされるようである
が・この点は，これまでの検討の結果，当然と思われる。しかし，一まだ最
終的な段階にきたわけではないし，また詳細な内容が判らないので，確定的な
意見を述べることはできないが，一Free　in　Container条件は，表現形式
はFree系であるにもかかわらず，前記の内容から，その性格は依然として現
行のEx　Works条件であるように考えられるが，何故であろうか。また，輸
入国の買主の営業所まで持込んで引渡す条件は，従来からFreeまたはFree
De1iveredという用語によっていたが，コソテナ貨物の場合には，内容は別と
して，表現形式からEx系であるかのような感じを与える，五外Containerと
いう用語が採択された理由もよく判らない。コソテナによる貿易取引が急速に
伸びている今日，従来の伝統的取引条件をそのまま新しい取引に適用するのは
不便であることは否めない。そのためには，新しい取引条件に関する国際規則
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が必要となるけれども，新しい取引の内容・性格を正しく把握し，新しい慣習
の存在が広く一般に確認されるまでは待つべきであり，また従来の伝統的な敢
引憤習に関する諸原則が守られなけれぼならないと考える。（1973年9月）
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